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損害賠償請求事件
大阪地裁昭五五（ワ）五五〇二号
昭５９・４・２７民一七部判決

主　　　文
一　被告らは、各自、原告倉持孝子に対し、（省略）をそれぞれ支払え。
二　原告らのその余の請求をいずれも棄却する。
三　訴訟費用はこれを四分し、その一を原告らの負担とし、その余を被告らの負担とする。
四　この判決は、第一項に限り、仮に執行することができる。

概　　　要
竜介の被告病院に入院した当初の病状は軽発作症状であったところ、被告中西が軽い気管支喘息と診断して直ちに治療を開始し、気管支喘息としても軽発作程度にすぎず原因療法によるべきであるにもかかわらず副ス剤を初期より長期間継続かつ多量に投与し、致命的ともいえる消化管潰瘍を併発させた。さらに、竜介の心疾患が明白であるにもかかわらずその改善方法をとるのではなくむしろ心臓を悪化させ心不全へと導くという誤った治療を行ったことなどの重大な過失により竜介を死亡させたものである。

争　　　点
（一）　病名決定とその方法上の過失
（二）　副ス剤投与方法の過失
（三）　副ス剤の副作用に対する対応上の過失
（四）　ヒスタグロビン継続投与の過失
（五）　竜介の心臓苦痛に対する措置上の過失
（六）　再入院後の措置上の過失
（七）　死亡直前の措置上の過失

裁判所の意見
竜介の死亡の原因について検討するに、前記認定のとおり、竜介は急性心不全により死亡したものであるところ、その直接原因については、鑑定の結果によれば、被告中西の特に副ス剤の非原則的投与方法が主因となって気管支喘息発作が次第に重症化し呼吸不全が進展して高度の低酸素症を併発して死亡したという通常の喘息死であると推定されていることが認められるほか、前記認定のとおり、竜介は被告病院に入院するまでは必ずしも重篤な症状であったとはいえなかったにもかかわらず、被告病院に入院して被告中西による前記認定のとおりの内容の治療を受けた結果、入院後わずか二か月足らずの期間に死亡したものであること、被告中西の副ス剤投与と竜介の苦悶状況が密接に関連していること，そして他に竜介の急激な死亡につき重大な影響を及ぼす要因の見い出せないことからすれば、右被告中西の過失行為と竜介の死亡との間の因果関係を肯定せざるを得ない。

原告らの損害
　一　竜介の損害
　　１　死亡による逸失利益
　　２　慰藉料
　３　相続
二　葬儀費用
三　原告らの慰藉料
　１　原告孝子
　２　原告大介
３　原告広子
四　弁護士費用




